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　４月２９日、お大師堂めぐり歩け歩け大会が行われ、町
内外から８０２人が参加しました。
　当日は、少し汗ばむほどの陽気となり、屋代地区の１４
か所の札所をすべて巡ると約８．５㎞となるコースを思い
思いのペースで景色を楽しみながら歩きました。

お大師堂めぐり歩け歩け大会

　    　　　5
2015（平成 27）年

№ 128

月号
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町  の  よ  さ  ん  ①
　町では今年度、幸せに暮らせるまちづくりの実現のために①安心して子供を生み育てられる町②働く
意欲の湧き出る町③自然と環境にやさしい町④晩年を豊かで安心して過ごせる町⑤次世代に素敵な未来
を約束する町という５つの柱を立て、予算編成を行いました。
　今月号より『町のよさん』と題して、今年度実施する主要事業について紹介していきます。

 ■世界スカウトジャンボリー歓迎事業　　２０３万２千円
７月２８日から８月８日に山口県内で開催される世界スカウトジャンボリーの地域プログラムとして、歓迎行
事や瀬戸内海クルージングを行います。◆問い合わせ　教育委員会　社会教育課　☎０８２０（７８）２２０５

① 安 心 し て 子 供 を 生 み 育 て ら れ る 町

 幸せに暮らせるまちづくりのために ･･･

 ■特定不妊治療費助成事業　４５万円
国・県が助成する医療保険が適用されない不妊治療に要する費用の一部について、町独自に上乗せして助成し
ます。◆問い合わせ　健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４

 ■風しん予防接種事業（成人）　１４万円
赤ちゃんを先天性風しん症候群から守るため妊婦予定者、パートナー及び同居家族に対して抗体検査およびワ
クチン接種費用の一部を助成します。◆問い合わせ　健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４

 ■保育料同時入所２人目以降無料化事業　１，０１９万９千円　
同一世帯の就学前児童が保育所に２人以上同時に入所している場合、保育料の負担は１人目のみとなります。

（２人目以降は無料）◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

 ■ちびっ子医療費助成事業　１, ８５７万６千円
小学校６年生までの児童の医療費を無料化します。◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

 ■地域子育て支援拠点事業　２, ２３５万９千円
子育て支援センターを民間に委託するとともにセンターを３カ所設置し、参加しやすい環境を整え、子育て
不安の解消や子どもの健やかな育成を支援します。◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

 ■適応指導教室事業　２３３万３千円
不登校の児童生徒を学校以外の施設で一時的に受け入れるとともに、相談活動を実施し、登校に向けた支援をし
ます。◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■児童手当事業　１億３８０５万４千円
中学校３年生までの子どもを対象に１人あたり、３歳未満は月額１５，０００円、３歳以上は月額１０，０００円

（３歳以上小学校終了までの第３子以降は、１５，０００円）、所得制限以上の者は月額５，０００円を支給します。
◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

 ■コミュニティー・スクール事業　２１６万６千円

教職員、保護者、地域住民の協働により子どもたちの豊かな成長を支えてゆくコミュニティー・スクールを行
います。スーパーバイザーが小中学校に出向いて地域とのつながりを持ち、学校を核としたまちづくり・地域
づくりを進めます。◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■子育て世帯臨時特例給付金　６４９万円
前年度の消費税引き上げによる子育て世帯への負担を軽減するため、暫定的・臨時的な措置として対象児童
１人につき３，０００円を給付します。◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
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 ■ ICT 教育推進事業　　１，８１１万６千円
教育・学習においてＩＣＴ（情報通信技術）を効果的に活用し、子どもたちの情報活用能力を育成するため、
小中学校（小学校１校・中学校５校）に無線ＬＡＮやタブレット等を整備します。
◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■児童クラブ英語講師派遣事業　　２８万円

 ■英語教育推進事業　　１０２万円

町内の全児童クラブを対象に英語学習を実施します。
◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

町内の中学生及び高校生を対象としたイングリッシュキャンプに加えて、小学生を対象としたイングリッシュ
デイキャンプも実施します。また、小学校の低学年と中学年を対象とした英会話学習等を実施します。
◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■読書活動推進事業　　１２６万円
久賀・城山・明新・安下庄の４小学校に読書活動推進員を配置し、昼休みを中心に読書の指導や相談を行います。
◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■スクールソーシャルワーカー派遣事業　　１５３万６千円
社会福祉等の専門的な知識や技術を有するスクールソーシャルワーカーを活用することにより、学校外の関係
機関との連携を一層強化し、問題を抱えた児童生徒と家庭を支援しながら課題解決への協働のシステムを構築
するとともに、児童生徒が安心して学校生活を送ることができるように支援します。
◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■読み聞かせサポート事業　５２万７千円
子どもたちが心豊かに育つことを願って、生後６カ月の乳児にファースト
ブック（絵本）を、保育所に絵本と紙芝居を贈呈します。
◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

▲読み聞かせサポート事業

▲保育所英語講師派遣事業

 ■外国青年英語指導事業　８４２万９千円
基金を活用し、町内小中高生を対象に、外国人青年のＡＬＴ（外国語指導助手）によるコミュニケーション能
力育成に取り組みます。◆問い合わせ　教育委員会　学校教育課　☎０８２０（７８）２２０４

 ■保育所英語講師派遣事業　１６８万円
幼少期から英語に慣れ親しみコミュニケーション能力を養うために、町内の
全保育所を対象に英語学習を実施し、子育てを支援します。
◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

□語学留学支援事業
　周防大島町では保育園・小学校において英語教育に力を入れ
　ており、さらに英語に興味を持ってもらうために、山口大学
　と連携し高校生の留学の支援を行います。
　◆問い合わせ　教育委員会  総務課 ☎０８２０（７８）０７００

□子育て支援任意予防接種事業
　子どもの健康を守り保護者が安心して働ける環境を提供する
　ため、ロタウイルス、Ｂ型肝炎ウイルス、おたふくかぜ、水
　痘の予防接種費用の半額を助成します。
　◆問い合わせ　健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４

□中学生医療費助成事業
　現在、小学校６年生までの児童の医療費無料化を中学校３年
　生まで拡大します。

　◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

□子育て世帯応援券配布事業
　子育て生活を支援するため、中学校３年生までの子どもに対
　し、１人あたり４千円の商品券を配布します。

　◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

□周産期医療支援事業
　周防大島町及び周辺自治体には出産のできる民間病院または
　医院が少ないことから、町民が安心して妊娠・出産するため
　の環境を整備します。
　◆問い合わせ　健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４

地方創生関連事業
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町
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を
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て
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だ
の
状
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を
振
り
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て
い
た
だ
く
た
め
の
「
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本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
送
付
し
ま
す
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
日
々

の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
機
能
が
衰

え
て
い
な
い
か
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
の
質
問
票

に
な
り
ま
す
の
で
、
質
問
項
目
に
記
入
さ
れ
、
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
（
昭
和
25
年
4

月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
『
単
独
世
帯
』
の

方
と
、
75
歳
以
上
の
『
夫
婦
の
み
』
世
帯
で
介
護
保

険
の
要
支
援･

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
。

　

な
お
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
で

介
護
予
防
等
に
対
し
て
心
配
な
こ
と
が
あ
る
方
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
い
た
だ
け
れ

ば
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
提
出
す
る
も
の

　

介
護
予
防
の
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

◆
記
入
方
法

　

介
護
予
防
の
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
質
問
に
「
は
い
」「
い
い
え
」
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
長
と
体
重
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
宛
名
の
ご
本
人
が
ご
回
答
く
だ
さ
い
）

◆
提
出
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
日
良
居
庁
舎
１
階
）、

各
総
合
支
所
、
各
出
張
所
の
窓
口

◆
提
出
期
限　

６
月
10
日
㈬

生活機能が維持できている方には結果通知
はありません。
　
◎元気な時から介護予防に心がけ、いつまでもいき
    いきとした生活を送りましょう。

生活機能の低下がみられる方を対象にした事業
◎結果にもとづいた保健指導
　健康相談、訪問や電話相談
◎介護予防教室
　介護予防通所事業
◎訪問指導、個別栄養相談

基本チェックリスト提出後の
                                       流れと介護予防事業

生活機能の低下がみられる方には、町から結
果通知と介護予防事業のご案内をします。

◎結果をもとに、自分の生活習慣を見直し、健康づく
　りに取り組みましょう。
◎介護予防教室にも積極的に参加されることをお勧
    めします。

どなたでも利用できる事業
　介護予防出前講座　　　転倒予防教室
　健康相談　　　　　　　温水プール健康教室
　認知症予防講座　　　　男性の料理教室

介護予防の教室などに参加して、運動や食生活など、介護予防に効果
的な生活習慣について学び、生活の中に取り入れましょう !

◆問い合わせ　介護保険課　地域包括支援センター　☎０８２０（７３）５５０６

※運動を伴う教室への参加については、事前に主治医の許可が必要になります。

介護予防のための「基本チェックリスト」を送付します

記入もれがないよう

お願いします　　

「基本チェックリスト」の結果…

～  いつまでもいきいきと元気に生活するために、ご自分のからだの状態を確認しましょう！  ～
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いきいき輝く
しあわせライフ講座受講者募集

　いつまでも健康でいきいきと暮らしたい！そのためには、元気
なうちから自分でできる備えをしておくことが大切です。知って
おきたい介護の情報や日ごろの生活で無理なく実践できる予防の
取り組みをご紹介します。ぜひご参加ください。
◆開催場所 　 
久賀会場（久賀総合センター・ 周防大島町農業者健康管理センター）
東和会場（東和総合センター）

◆時間　両会場とも午後１時 30 分から３時 30 分
◆対象　町内在住の方
◆参加費　無料　　
◆定員　各会場　２０名　　
※４回の講座を受講された方には、修了証を交付します。
　１回の受講でも参加は可能です。
◆申し込み方法　６月５日㈮までに、地域包括支援センターへ電
話で申し込み、希望する会場をお知らせください。
◆問い合わせ　介護保険課　地域包括支援センター　
☎０８２０（７３）５５０６

講　　座　　内　　容 東和総合センター ＊久賀総合センター
◎町健康管理センター

いきいき輝く生活を送るために ①
介護保険・介護予防入門
忘れん脳生活・10 歳脳力アップのすすめ

６月 16 日㈫ ＊６月 18 日㈭

いきいき輝く生活を送るために ②
認知症を知ろう！認知症サポーター養
成講座　　いきいき輝くための食生活

６月 30 日㈫ ◎７月２日㈭

いきいき輝く体づくり ①
自分の体のことを知ろう！
体力測定　骨量測定　血管年齢測定

７月 14 日㈫ ◎７月 16 日㈭

いきいき輝く体づくり ②
ロコモティブシンドロームをご存知
ですか？　

７月 28 日㈫ ◎７月 30 日㈭

広
島
・
周
防
大
島
町
人
会

総
会
の
ご
案
内

　

広
島
・
周
防
大
島
町
人
会
（
市
里
尚
弘
会

長
・
伊
保
田
出
身
）
で
は
、
次
の
と
お
り
今

年
度
の
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
周
防
大
島
町

ま
た
は
広
島
県
内
在
住
の
方
で
、
参
加
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
開
催
日
時

　

７
月
５
日
㈰　

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
開
催
場
所

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

　
（
広
島
市
南
区
松
原
町
１
‐
５
）

　

☎
０
８
２
（
２
６
２
）
１
１
１
１

■
参
加
費

　

男
性　

８
０
０
０
円　
　

　

女
性　

６
０
０
０
円

■
申
し
込
み
締
め
切
り　

　

６
月
22
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

広
島･

周
防
大
島
町
人
会
事
務
局　

　

松
下　

茂
則

　

☎
０
８
２
（
２
７
６
）
０
６
２
５

　

携
帯
電
話

　

☎
０
９
０
（
８
３
６
３
）
１
９
４
８

　
　病原体を有するマダニやツツガムシにか
まれると、感染症にかかることがあります。
　マダニやツツガムシは、特に春から秋に
かけて活動が活発になります。屋外で活動
するときには、次のことに注意しましょう。
◆予防策等
①ダニに咬まれないことが重要です。
②山や野原の他、公園、住宅地の庭などに
もダニがいることがありますので、剪定や
草取り等の際には注意してください。
③やぶや草むらなど、ダニの生息する場所
に入る場合には、　長袖、長ズボン、足を
完全に覆う靴下・靴を着用等、肌の露出を
少なくすることが大切です。
④屋外活動後にはダニに咬まれていないか確
認してください。帰宅後すぐに服を着替えた
り、体をシャワーで洗い流すと有効です。
⑤やぶ等で、犬や猫などの動物にダニが付
くことがあります。除去には、目の細かい
クシをかけると効果的です。ダニ駆除薬も
ありますので獣医師にご相談ください。
⑥吸血中のダニに気がついた際には、でき
るだけ医療機関で処置してください。
　（自分でダニをつぶさないようにしてく
ださい）
⑦ダニに咬まれた後に、発熱等の症状が
あった場合は、医療機関を受診してくださ
い。
◆問い合わせ　
山口県柳井健康福祉センター健康増進課
☎０８２０（２２）３６３１

ダニ媒介性疾患を
予防しましょう
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◆対象者や受診に必要なものなど
健診及び対象者 特定健診（４０～７４歳） 健康診査（７５歳～）

実施主体 周防大島町国民健康保険 山口県後期高齢者医療広域連合

受
診
に
必
要
な
も
の

受診券※ 特定健康診査受診券（コスモス色） 健康診査受診券（オレンジ色）

保険証 国民健康保険被保険者証 後期高齢者医療被保険者証

質問票 あらかじめ記入し持参してください あらかじめ記入し持参してください

受診料 個別健診 1, ０00 円・集団健診５00 円 個別健診　500 円

○特定健診で無料クーポン券を配布された方は受診時に持参してください。
○75歳からは、後期高齢者医療広域連合が交付する健康診査受診券により、健康診査を受診することができます。

◆特定健診・健康診査実施機関
実施機関 場所 電話番号 実施機関 場所 電話番号

山中クリニック 久賀 ☎ 72-0152 正木内科医院 西安下庄 ☎ 77-0021

おげんきクリニック 小松 ☎ 74-2490 安本医院 土居 ☎ 73-0822

嶋元医院 小松 ☎ 74-2310 大島病院 小松 ☎ 74-2580

野村医院 横見 ☎ 76-0017 橘病院 西安下庄 ☎ 77-1000

川口医院 外入 ☎ 78-0306 東和病院 西方 ☎ 78-0310

○各医院等により予約の有無や受付時間がありますので、詳しくは受診券等送付時にお知らせします。

※受診券等は５月中にお届けします

◆集団健診実施場所及び実施日　※ ただし国保特定健診対象者（40 歳から 74 歳）に限ります。

実施場所 受診日

　たちばなケアプラザ ６月２３日㈫ ８月　２日㈰

　東和総合センター ６月２４日㈬ ７月２６日㈰

　しまとぴあスカイセンター ６月２５日㈭ ７月　５日㈰

　周防大島町農業者健康管理センター ６月２９日㈪ ７月１２日㈰

　浮島漁村センター ７月１１日㈯ －

○平日は午後（浮島は土曜日の午前）と日曜日の午前に集団健診を実施します。また、肝炎ウィルス検査および
　前立腺がん検診（50 歳以上の男性に限る）を同時実施します。4 月に行った意向調査で集団健診を希望され
　た方には、概ね実施日の 2 週間前までに受診券を送付します。（集団健診への変更を希望される方は、医療保
　険班にお問い合わせください。）
○国保被保険者で、今年度中に 40 歳から 59 歳に達する方、または前々年度以前 3 か年間に医療受診の無かっ
た方に無料クーポン券を配布しますのでぜひ受診してください。
○ 75 歳未満の社会保険等（国保以外）の加入者の方は、ご加入の医療保険者が実施する特定健診を受診してく
　ださい。
◆問い合わせ　健康増進課　医療保険班　☎０８２０（７３）５５０２

特定健診・
特定保健指導が始まります

　糖尿病、脳卒中、心筋梗塞などの生活習慣病予防の
ためには、生活習慣の改善が最も効果的です。
　特定健診・特定保健指導は、このような生活習慣病
を予防するため、メタボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）に着目した健診を行い、その結果から、生
活習慣病の発症リスクが高い方を対象に、食生活や運
動等の生活習慣を見直すサポートをするものです。

実施期間　6 月 1 日～平成２８年 3 月 31 日
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勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
り
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
は
、
失
業
（
離
職
）
か
ら
一

定
の
期
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。（
軽
減
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）

■
対
象
者
に
つ
い
て　

　

次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。 

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日

が
、
平
成
21
年
３
月
31
日
以
後
で
あ
る
こ
と 

②
離
職
日
に
お
い
て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と 

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
「
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と

■
適
用
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て　

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌
年
度
末
ま
で
と
な

り
ま
す
。

※
再
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入
す

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

■
軽
減
の
算
定
方
法

　

対
象
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得
を

３
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
賦
課
す
る
こ
と

に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。（
給

与
以
外
の
所
得
、
対
象
者
以
外
の
被
保
険
者
の
所

得
、
対
象
期
間
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
１
０
０

／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

○
印
鑑

■
申
請
場
所　

　

税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

課
税
第
１
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は

　
　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　３月 22 日㈰に周防大島高校吹奏楽
部第６回定期演奏会～地域福祉のた
めのチャリティーコンサート～を開
催いたしました。温かい雰囲気の中
で演奏会を終えることができました
のも、ご来場いただきました皆様の
おかげです。ありがとうございまし
た。
　 ま た、 演 奏 会 で は 皆 様 か ら
４４，８８４円の募金をいただき、町
社会福祉協議会に納めさせていただ
きました。ご協力、本当にありがと
うございました。来年の３月には第
７回定期演奏会を開催する予定です。
ぜひお越しください。

周防大島高校吹奏楽部員一同

チャリティー募金
ありがとうございました

周防大島高校吹奏楽部
第６回定期演奏会

成 人 用 肺 炎 球 菌 予 防 接 種 に つ い て
　　　　　　　　予防接種法により、山口県内の広域予防接種協力医療機関において、
　　　　　　　　成人用肺炎球菌予防接種を公費負担（一部自己負担）で実施しています。
◆実施期間　４月１日㈬～平成２８年３月３１日㈭
◆料金　自己負担金　２，７９０円　※生活保護世帯の方は自己負担免除となります。
◆平成２７年度の対象者　成人用肺炎球菌予防接種を希望される方で、周防大島町内に住所がある次の方、な
おかつ、予防接種に対して理解し自分で意思表示ができる方が対象になります。
○平成２８年３月３１日までに、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳になる方。
○６０歳以上６５歳未満で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度
の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有す
る方。
※ただし、過去に成人用肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の接種をうけたことのある方は対象となりません。
◆持参するもの　住所および生年月日が確認できるもの

（健康保険証・後期高齢者医療被保険者証・運転免許証等）を必ず持参してください。
※接種前に４月に各戸配布した「成人用肺炎球菌予防接種実施について」をよく読んで接種してください。
※予診票は医療機関にあります。
◆問い合わせ　健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７３）５５０４
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50
歳
に
な
っ
た
ら
前
立
腺
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う　

　

前
立
腺
が
ん
検
診
が
始
ま
っ
て
3
年

が
経
ち
ま
し
た
。
50
歳
以
上
の
男
性
の

み
な
さ
ん
、
毎
年
検
診
を
受
け
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

　

前
立
腺
が
ん
は
、
50
歳
代
か
ら
急
激

に
増
え
始
め
、
40
歳
代
の
30
倍
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
5
年
後
に
は
肺
が
ん

に
次
い
で
男
性
の
が
ん
の
第
2
位
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
男
性
に
気
を

つ
け
て
ほ
し
い
が
ん
の
ひ
と
つ
で
す
。

初
期
の
前
立
腺
が
ん
に
は
、
特
有
の
自

覚
症
状
は
な
く
、
何
ら
か
の
排
尿
に
関

す
る
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
発
見
さ
れ

る
前
立
腺
が
ん
の
約
30
％
は
既
に
骨
な

ど
に
転
移
し
て
い
ま
す
。
腰
痛
な
ど
で

骨
の
検
査
を
受
け
て
発
見
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
た
ん
ぱ
く

質
の
一
種
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
」
は
前
立
腺
に
異

常
が
あ
る
と
値
が
高
く
な
り
ま
す
。
血

液
検
査
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
定
期
的

に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
が

ん
が
転
移
す
る
前
の
状
態
で
発
見
で
き

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

50
歳
に
な
っ
た
ら
、
1
年
に
1
回
は

前
立
腺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
と
な
る
方　

町
内
に
住
所
を
有

す
る
50
歳
以
上
の
男
性
（
平
成
28
年
3

月
31
日
現
在
）

○
受
診
方
法　

町
内
の
委
託
医
療
機
関
で

検
診
を
行
い
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
は
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査
と
併

せ
て
検
診
を
行
い
ま
す
）

 

希
望
す
る
医
療
機
関
に
予
約
し
て
受
け

て
く
だ
さ
い
。

○
検
査
方
法　

血
液
検
査
を
行
い
、
血
液

中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査（
前
立
腺
特
異
抗
原
値
）

を
測
定
し
ま
す
。

＊
特
定
健
診
・
健
康
診
査
と
同
時
に
受
け

る
と
採
血
が
1
回
で
済
み
ま
す
。

○
持
参
す
る
物　
　

・
自
己
負
担
金　

１
５
０
０
円

・
健
康
保
険
証

※
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
以
外
の
方
は
、
公
的
機
関
が
発
行

し
た
住
所
が
分
か
る
も
の

（
例
）
運
転
免
許
証
等

○
実
施
期
間　

6
月
1
日
㈪
～
平
成
28
年

3
月
31
日
㈭

○
委
託
医
療
機
関　

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
る
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査
実
施

医
療
機
関
と
同
じ
医
療
機
関
で
実
施
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

　自らが肝炎ウイルス感染の有無について認識し、肝炎によ
る健康障害を起こさないように適切な治療を受けることで、
症状を軽減、進行を遅延させるため、検診を実施します。

○対象となる方
　周防大島町に住民票を有する 40 歳以上の方（昭和 50 年
３月 31 日以前に生まれた方）で、これまでに当該検診を受
けたことのない方
○実施機関　　
　６ページに掲載してある、特定健診・健康診査実施医療機
関と同じ医療機関で実施します。
○自己負担金　１, ７００円
※町民税非課税世帯に属する方、生活保護世帯、70 歳以上
の方は無料です。
○検診期間　６月～平成 28 年 3 月末

◎検診を希望される方は、５月 29 日㈮までに、健康増進課
健康づくり班へ電話で申し込んでください。
　後日、申し込みをされた方へ、検診のご案内や受診票を送
付します。

肝 炎 ウ イ ル ス 検 診 の ご 案 内

◆申し込み・問い合わせ
健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７３）５５０４

特　設　人　権　相　談　所
◆日時　６月１日㈪　午前９時 30 分～正午

◆場所　橘総合センター

◆相談内容　
　人権問題、土地、家屋、金銭貸借、離婚な
どの生活上の心配事
◆相 談 員  人権擁護委員

◆問い合わせ　
　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

児童巡回相談
◆日時　６月２日㈫　午前 10 時～午後４時
◆場所　たちばなケアプラザ
◆相談内容　１８歳未満の児童に係る育成相
談、障害相談、養護相談、非行相談、その他児
童養育上困っていること
◆相談員　岩国児童相談所　児童福祉司・児童
心理司
◆定員　４名　※要予約・先着順
◆申し込み・問い合わせ　
　　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
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　４月 12 日執行　
山口県議会議員一般選挙

（周防大島町選挙区）結果

候補者氏名 得票数

田中とよふみ ３，２１６

柳居俊学 ６，７４１

当日有権者数 １５，７３１

投票者数 １０，０８２

有効投票者数 ９，９５７

無効投票者数 １２５

投票率 64.09％

大腸がん検診が受けやすくなりました
　「大腸がん検診を受けたいけど、仕事の都合などで検診日に
は容器を取りに行くことができない」という声にお応えして、
今年度から検診会場以外でも検体容器をお渡ししています。
　大腸がんは、早期に発見すれば完全に治る可能性が高くな
り、この時期に発見することが重要となりますが、早期の段
階では自覚症状はありません。
　町で行っている便潜血検査は食事制限なく、自宅で 2 日間
便を採るだけの簡単な検査です。代理の方でも容器をお渡し
することはできますので、ぜひ受けてください。

○配付期間　5 月 1 日㈮から 10 月 31 日㈮
※土・日・祝日を除く
○配付時間　午前 8 時 30 分～午後５時 15 分
○配付場所　日良居庁舎（旧日良居中学校）
※ご都合の悪い方は、最寄りの総合支所または出張所でもお
　渡しすることができますのでご連絡ください。
○持参する物　受診券（受診券をお持ちでない方でもお渡し
することは可能です）
○自己負担金　69 歳以下　400 円　
　　　　　　　70 歳以上　200 円
※提出日、提出先については、容器配付時にお知らせします。
◆問い合わせ
　健康増進課　健康づくり班
　☎０８２０（７３）５５０４

公開講演会のご案内
　　　

高齢期を元気で過ごすための食事
～元気高齢者から要介護まで～

　　　講師　中村 育子 先生
　　　　　　　（東京都足立区  福岡クリニック在宅部栄養課）

　　　高齢者の家庭に訪問し、栄養や食事についての指導を行い、
　　その人の体調や好みに応じた食の支援を行っています。
　　昨年 10 月 NHK「プロフェッショナル～仕事の流儀～」   に出演。
　
　大島医学会 公開講演会

　日時　5 月 24 日㈰　午後 2 時 30 分～ 3 時 40 分
　場所　大島文化センター
　主催　大島郡医師会（小松 1754 番地　 嶋元医院内）
　問い合わせ　健康増進課 健康づくり班 
　　　　　　   ☎０８２０（７３）５５０４

配偶者やパートナーからの暴力
（ＤＶ）は、一人で悩まず、相談を！

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、
配偶者やパートナーなどからの暴力のことで
す。「殴る」「蹴る」といった身体的暴力だけ
ではなく、精神的暴力、性的暴力、経済的暴
力などもＤＶ被害の対象となります。ＤＶは、
深刻な人権侵害であり、決して許されるもの
ではありません。　山口県男女共同参画相談
センターでは、電話相談のほか、弁護士、医
師等による専門相談や、一時保護、各種情報
の提供を行っています。（秘密は厳守します。）
配偶者からの暴力（ＤＶ）に関する相談は下
記連絡先までご相談ください。
　◆問い合わせ
　○山口県男女共同参画相談センター 
　　（配偶者暴力相談支援センター）
　　☎０８３（９０１）１１２２
　（相談専用 )
　○ＤＶホットライン（緊急用）　　
　　☎ ０１２０（２３８）１２２
　○福祉課　　　　
　　☎０８２０（７７）５５０５
　○政策企画課　　
　　☎０８２０（７４）１００７
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▼
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
の
ご
紹
介

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
は
、
身
体
障
害
や
知

的
障
害
の
あ
る
方
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
助
言
や
指
導
な

ど
を
行
な
う
と
共
に
、
関
係
機
関

に
連
絡
を
取
る
な
ど
の
援
助
を
行

な
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
次
の
相
談
員
が
選

任
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
身
体
障
害
者
相
談
員

氏　

名　
　
　
　

担
当
地
区

野
村　

隆
文　
　

久
賀
地
区

小
野　

為
雄　
　

大
島
地
区

藤
谷　

咲
子　
　
　

 

〃

川
口　

満
彦　
　

東
和
地
区

中
河　

末
光　
　

橘
地
区

浜
田　

一
子　
　
　

 

〃

○
知
的
障
害
者
相
談
員

氏　

名　
　
　
　

担
当
地
区

平
安
麿
智
子　
　

久
賀
地
区

藤
本　

玲
子　
　

大
島
地
区

福
田　

隆
司　
　

東
和
地
区

木
村
ト
ミ
子　
　

橘
地
区

▼
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
つ

い
て

　

障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の
ご

家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
情
報
提
供
等
や
、
権

利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
ご
本
人
が
自

立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ

と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
就

労
に
対
す
る
相
談
な
ど
の
専
門
的

な
相
談
支
援
に
つ
い
て
、
町
で

は
次
の
機
関
に
委
託
し
て
お
り
ま

す
。

　

相
談
内
容
お
よ
び
個
人
情
報
の

守
秘
義
務
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

○
身
体
障
害
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
法
人
緑
風
会

緑
風
会
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
２
７
（
６
３
）
２
８
８
２

○
知
的
障
害
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
法
人
城
南
学
園

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

☎
０
８
２
０
（
５
２
）
２
６
７
８

※
障
害
児
等
の
地
域
に
お
け
る
生

活
を
支
え
る
た
め
、
身
近
な
地
域

で
の
療
育
指
導
等
も
行
い
ま
す
。

○
知
的
障
害
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
法
人　

山
口
県
社
会
福

祉
事
業
団

た
ち
ば
な
園
相
談
支
援
事
業
所

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
０
１
０

○
精
神
障
害
に
関
す
る
こ
と

医
療
法
人
恵
愛
会

や
な
い
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
１
２
０
５

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

障
害
の
あ
る
方
の
「
雇
用
促
進
」

や
「
安
定
し
た
職
業
生
活
の
継
続
」

を
目
的
と
し
た
セ
ン
タ
ー
で
す
。

ご
本
人
、
ご
家
族
、
雇
用
主
等
か

ら
の
仕
事
や
生
活
、
制
度
等
に
関

す
る
相
談
支
援
を
関
係
機
関
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
実
施
機
関

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

蓮
華(

れ
ん
げ)

☎
０
８
２
７
（
２
８
）
０
０
２
１

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ご
案
内

　

障
害
の
あ
る
方
が
通
い
、
創
造

的
活
動
ま
た
は
生
産
活
動
の
機
会

を
提
供
し
、
社
会
と
の
交
流
等
を

行
う
施
設
で
す
。
ま
た
、
毎
月
一

回
、
町
内
で
心
の
相
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
実
施
機
関

医
療
法
人
恵
愛
会

や
な
い
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
１
２
０
５

▼
障
害
者
の
虐
待
や
養
護
者
の

支
援
に
関
す
る
相
談

　

柳
井
広
域
圏
内
の
市
町
で
共
同

設
置
し
た
『
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
』
で
は
、
24
時
間
体
制
で

障
害
者
の
虐
待
や
養
護
者
の
支
援

に
関
す
る
相
談
や
通
報
等
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
々
が
、
家
族
や
施

設
な
ど
の
職
員
・
会
社
の
事
業
主

な
ど
に
虐
待
さ
れ
て
い
る
の
に
気

付
い
た
方
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
な
い
で
左
記
相
談
窓
口
に
通
報

し
て
下
さ
い
。

○
相
談
窓
口

柳
井
圏
域
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
２
０
（
５
２
）
２
６
７
８

▼
町
役
場
で
の
相
談
窓
口

○
身
体
障
害
・
知
的
障
害
関
係

福
祉
課　

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

○
精
神
障
害
関
係

福
祉
課　

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

障
害
に
関
す
る
相
談
機
関
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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聴
覚
障
害
者
等
の
生
活
お
よ
び
福
祉
制
度
等
へ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
柳
井
圏
域
を
構
成
す
る
１
市
４
町
合
同
で
『
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
』
を
開
講
し
ま
す
。

◆
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

◆
定
員　

25
名
程
度
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
負
担
あ
り
）

◆
募
集
期
間　

６
月
30
日
㈫
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

民
生
福
祉
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

◆開催日時（予定）
第 １ 回 　7 月   4 日㈯ ９：００～１６：４０
第 ２ 回 　7 月 18 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ３ 回 　7 月 25 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ４ 回 　8 月    1 日㈯ ９：３０～１５：４０
第 ５ 回 　8 月    8 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ６ 回 　8 月 22 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 7 回 　9 月    5 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 8 回 　9 月 12 日㈯ ９：３０～１５：４０
第 9 回   10 月    3 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 10 回   10 月 31 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 11 回   11 月 14 日㈯ ９：３０～１５：００
第 12 回   11 月 21 日㈯ ９：３０～１５：００
第 13 回   12 月 12 日㈯ ９：３０～１４：４０

柳
井
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
）
受
講
者
募
集※１．原則として全日程受講していただきます。

　　　全日程受講者には修了証を交付します。
　２．詳細な講座内容は、受講決定者に別途お知らせします。

　近年、農業の担い手の減少や高齢化
による労働力の減少などにより、耕作
放棄地や不作付地などのいわゆる遊休
農地が増加し、セイタカアワダチソウ
や防風林等の雑草木が繁茂した土地が
多く見受けられます。
　特に、周辺に耕作中の農地や住宅地
がある場合は、病害虫の発生・ゴミの
不法投棄・交通の妨げなど、農作物や
周辺住民の生活に悪影響が及ぶことに
なり、周辺環境に対する配慮が必要で
す。
　所有者・管理者の方におきましては、
周辺農地や住民の方に迷惑が及ばない
ように、雑草木等の除草・伐採（陰切り）
など適正な管理を行っていただきます
ようお願いします。

◆問い合わせ
周防大島町農業委員会（農林課内）

☎０８２０（７９）１００２

耕作を放棄した農地等の管
理について

～適正な管理をお願いします～

　この宝篋印塔（本来は経文を納めたが後には供養塔、墓碑）
は、現位置に半ば埋もれて、散乱した状態で見つかった。
　文化財調査のために掘り出し、基礎の輪郭の左右に「建武
二年（一三三五）」「六月十八日」の銘文を発見した。山口県
下の在名宝篋印塔では最も古い優品である。
　この塔は珍しく成仏祈願の光明真言を彫っている。
　南北朝の戦乱期という時代を反映していると思われる。
　現高は８９．９cm、一番上の相輪が失われているが、揃え
ば約１５０cm の五尺塔として造られている。
　石質は良質の花崗岩を使い、各部の様式が洗練されており
畿内を中心に活躍した中央の石工が彫ったものと思われる。
　島末では数少ない中世の資料であると同時に、当時から海
を通じて中央と交流のあったことを示す貴重な文化財と言え
る。　　　　実測図の出典：東和町誌 各論編第四巻 石造物

≪町文化財保護審議会　会長　尾野榮明≫

周 防 大 島 の 文 化 財７

建
武
二
年
宝
篋
印
塔
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■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
法
並
び
に
児
童
福
祉

法
に
よ
り
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け

け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
様
々
な
活
動
や
暮

ら
し
に
関
す
る
困
り
ご
と
等
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
主
任
児
童
委
員
と
は

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
選
出
さ

れ
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を

専
門
的
に
担
当
し
、
家
庭
・
学
校
・

  アロハキャンペーン　
～今年も期間中アロハキャンペーンを実施します！～

　　　　　　　６月 22 日
　　　　　　　　　　～ 8 月 31 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　

  

ご
存
知
で
す
か
？

相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
関
係
機
関
に
よ
る

支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す

消
防
団
協
力
事
業
所

　
　
表
示
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た

　

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

は
、
消
防
団
員
を
従
業
員
と
し
て

雇
用
し
、
火
災
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
際
の
出
動
、
訓
練
な
ど
の

消
防
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て

い
る
事
業
所
や
団
体
等
に
対
し
て

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
を

交
付
し
、
地
域
に
お
け
る
当
該
事

業
所
の
社
会
貢
献
を
広
報
す
る
と

と
も
に
、
地
域
防
災
体
制
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
実
施

す
る
制
度
で
す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
平
成
27
年
4

月
1
日
か
ら
「
周
防
大
島
町
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
は

実
施
要
綱
の
認
定
基
準
に
基
づ

き
、
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
交
付

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
「
表
示
証
」
を
見
や
す
い
場

所
に
表
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
社
会
貢

献
事
業
所
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
で
き
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
も
表
示
証
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

■
申
請
の
方
法

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
所

は
、
役
場
総
務
課
へ
周
防
大
島
町

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
防
団
長
等
が
推
薦
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

周防大島町
○○年○○月○○日

児
童
相
談
所
等
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。

■
５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日

　

大
正
６
年
５
月
12
日
に
民
生
委

員
制
度
の
源
と
言
わ
れ
る
「
済
世

顧
問
制
度
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
由
来
し
、
毎
年
５

月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
」
と
し
、
そ
の
日
か
ら
１

週
間
を
「
活
動
強
化
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

表彰

◆大島郡体育協会表彰

・体育功労賞
　新山芳久さん
　　　　　　（久賀）
　〈大島郡ゴルフ連盟〉
　
　梶田良雄さん
　　　　　（西安下庄）
　〈大島郡水泳連盟〉

表示証のイメージ

 　昭和 38 年６月 22 日に大島郡とハワイ州カウアイ島が姉妹島提携
を結んだことにちなみ、今年も「アロハキャンペーン」を６月 22 日
から実施します。
　「アロハ」とは、「こんにちは」「ごきげんいかが」など親しみを込
めた呼びかけに使われ、「よくいらっしゃいました」「親切」「丁寧」
という意味があります。周防大島町では、アロハシャツを着て「おも
てなしの心」で皆様を歓迎します。

（公財）山口県大島郡国際文化協会
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◆
任
期　

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

団
長
（
橘
支
部
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

東　

弘
志

大
島
支
部
団
長　

村
田
滿
晴

東
和
支
部
団
長　

有
川
利
美

久
賀
支
部
団
長　

大
下
千
洋

※
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
中
田
信
雄
久
賀
支
部
団
長
が
勇
退

さ
れ
ま
し
た
。

周
防
大
島
町
消
防
団

　
　
　
　
　
（
任
期
満
了
に
よ
る
新
体
制
）

東  弘志

周防大島町消防団長

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た

　

周
防
大
島
町
で
は
、
山
口
県
か
ら

公
表
さ
れ
た
『
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
津

波
浸
水
想
定
』
を
基
に
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
現
在
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
に
印
刷
し
、
お
住
い

の
地
域
の
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
周

防
大
島
町
に
襲
来
す
る
可
能
性
が
あ

る
津
波
に
よ
る
浸
水
想
定
や
、
日
ご

ろ
の
備
え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
と

る
べ
き
行
動
や
緊
急
時
の
情
報
伝
達

方
法
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
や

地
域
、
職
場
の
皆
さ
ん
で
情
報
を
共

有
し
た
り
、
備
え
や
避
難
方
法
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
よ
う
な
と
き

に
も
、
こ
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

　

　これまで、東和地区の行政相談委員を務めてこられた松岡千春さんに代って、河
井敏博さんが 4 月 1 日付けで総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。また、
同日付で末満良勇さん、柳澤裕実さん、東原正一さんが、引き続き行政相談委員に
委嘱されました。
　行政相談委員は、皆さんの相談相手として、役所（国、独立行政法人、特殊法人など）
の仕事に関する苦情や要望を受け付け、関係機関に対する通知や助言を行っています。
　行政相談委員は、次のとおり行政相談所を開いていますので、お気軽にご相談く
ださい。相談は無料で、相談内容などの秘密は固く守られます。

地　区 相談委員氏名 相談日・時間 場所

久賀地区 末満 良勇
第１火曜日　13:30 ～ 15:30 山口県大島防災センター

第３火曜日　13:30 ～ 15:30 椋野出張所

大島地区 柳澤 裕実 第２火曜日　10:00 ～ 12:00 大島庁舎

東和地区 河井  敏博 第３火曜日　13:30 ～ 15:30 自然休養村管理センター

橘　地区 東原 正一 第３火曜日　13:30 ～ 15:30 橘総合センター

※当日が祝日の場合は、開催しませんのでご了承ください。
※久賀地区第１火曜日の相談場所は久賀総合センターでしたが、久賀総合センター
耐震工事実施のため、今年度は山口県大島防災センターで開催します。
また、山口行政評価事務所でも、相談を受け付けています。（電話、手紙、ＦＡＸ、
インターネットのいずれでも相談できます。）
◆問い合わせ　総務省山口行政評価事務所
　　◇住所　〒 753-0088　山口市中河原町 6-16　山口地方合同庁舎１号館
　　◇電話　０８３（９２２）１５９０
　　◇手紙　書式は問いません。
　　◇ FAX　０８３（９２２）１５９３
　　◇ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.soumu.go.jp/kanku/chugoku/yamaguchi.html

行 政 相 談 所 を 開 い て い ま す 第８回

アロハ音楽祭
●日時　
６月 14 日㈰
13 時 30 分～（開場 13 時）
●場所　
大島文化センターホール
●入場　無料
　
　６月 22 日㈪からのアロハ
キャンペーンを前に、ハワイ
アンな音楽祭を開催します。
大正琴や三味線でハワイア
ン！バンドとフラのジョイン
ト！ケイキ（子ども）フラも
お楽しみいただけます。
　アロハ浴衣、アロハシャツ
のファッションショー、ハワ
イアンレイづくりの体験コー
ナーもあります。
共催　日本ハワイ移民資料館
　　　（大島国際交流協会）　
　　　周防大島観光協会
後援　周防大島町
　　　周防大島町教育委員会
◆問い合わせ　
　大島国際交流協会
☎０８２０（７４）２０１２
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国
や
県
が
行
う
統
計
調
査
の
登
録
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

◆
登
録
の
要
件

①
町
内
の
居
住
者
で
あ
る
方
。
た
だ
し
、
町

長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
②
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
方
③
調

査
員
と
し
て
の
熱
意
と
能
力
を
有
し
、
責
任

を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
方
④
調

査
に
よ
り
知
り
得
た
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
方
⑤
人
格
が
円
満
で

あ
っ
て
、
常
識
を
有
し
、
接
遇
上
問
題
が
な

い
と
思
わ
れ
る
方
⑥
統
計
調
査
員
と
し
て
の

仕
事
の
性
質
上
、
不
適
格
と
思
わ
れ
る
職
業

又
は
経
歴
を
有
し
て
い
な
い
方

◆
登
録
か
ら
調
査
ま
で
の
流
れ

①
統
計
調
査
員
登
録
申
請
書
を
町
へ
提
出
②

登
録
台
帳
に
登
録
③
統
計
調
査
の
内
容
に
よ

り
登
録
さ
れ
て
い
る
方
へ
連
絡
し
、
国
や
県

に
推
薦
④
国
・
県
が
適
当
と
認
め
た
場
合
、

正
式
な
調
査
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

※
注
意　

登
録
申
請
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
に
統
計
調
査
員
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
調
査
員
の
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
の
説
明
会
に
出
席
②
統
計
調
査
の

実
施
の
チ
ラ
シ
等
の
配
付
③
地
図
の
作
成
④

統
計
調
査
票
の
配
付
⑤
統
計
調
査
票
の
回
収

⑥
取
り
ま
と
め
町
へ
提
出

◆
平
成
27
年
度
に
行
わ
れ
る
統
計
調
査

　

国
勢
調
査
、
労
働
力
調
査

◆
募
集
期
間

　

５
月
25
日
㈪
か
ら
６
月
19
日
㈮
ま
で

　

申
請
場
所　

総
合
支
所
・
出
張
所

◆
問
い
合
わ
せ　

　

政
策
企
画
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

～今年は国勢調査の年です～
　

　調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、
社会福祉、雇用対策、生活
環境の整備など、私たちの
暮らしのために役立てられ
ます。皆様のご協力をお願
いいたします。

統
計
登
録
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
2
か
月
間
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社
会
問
題
と
な
る
の
が
、
け
し
か
ら
取
れ
る
ア
ヘ
ン

や
モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。
け
し
の
中
で
も
、「
お
に
げ
し
」
や
「
ひ
な
げ
し
」
な
ど
は
、

麻
薬
成
分
を
含
ん
で
お
ら
ず
観
賞
用
と
し
て
植
え
て
も
良
い
の
で
す
が
、「
セ
テ
ィ

ゲ
ル
ム
種
」、「
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
」
の
け
し
や
「
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
」
は
麻
薬
成

分
を
含
ん
で
お
り
、
勝
手
に
植
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
麻
も
麻
酔
性
の
成
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

■ ｢ セティゲルム種 ｣
　｢ ソムニフェルム種 ｣ の見分け方　 
○全体が白っぽい緑色である。
○葉のまわりの切れ込みが浅く、つけ根が
　茎を抱きこんでいる。 

大麻、植えてはいけないけしを発見した時や見分け方が分からない時は、最
寄りの県健康福祉センター（環境保健所）または警察署に連絡してください。

■「ハカマオニゲシ」の見分け方
○花の色が深紅色である。
○花の下に 4 ～ 8 個のハカマ（苞葉：ほ
　うよう ) がある。　　　　　　
○花びらの基部に黒紫色の斑点がある。

■大麻の見分け方
○葉にノコギリ状の切れ込みがある。
○葉は 3 ～ 9 枚の小葉が集まり手のひら
　のような形をしている。

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す◆問い合わせ　柳井健康福祉センター　環境薬事班　☎０８２０（２２）３６３１
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５
月
17
日
は

　
　
「
世
界
高
血
圧
デ
ー
」
で
す

　　

日
本
人
の
３
人
に
１
人
（
約
４
３
０
０
万
人
）

は
高
血
圧
で
す
が
、
実
際
に
治
療
し
て
い
る
の
は

わ
ず
か
2
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は
、

「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
少
々
高
く
て

も
い
い
だ
ろ
う
」
と
放
置
し
た
り
、
処
方
さ
れ
た

薬
を
自
分
で
調
整
・
中
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

血
圧
を
正
常
値
に
保
つ
こ
と
は
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
心
血
管
病
の
予
防
だ
け
で
な
く
、

認
知
症
予
防
と
し
て
も
重
要
で
す
。
定
期
的
に
血

圧
を
測
り
、
正
し
く
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
上
昇
の
影
に
食
塩
あ
り

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
原
住
民
ヤ
ノ
マ
モ
族
に
は
、
高
血

圧
者
が
い
な
い
ば
か
り
か
年
を
と
っ
て
も
血
圧
が

上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
食
事
で
、

特
に
食
塩
量
に
あ
り
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
狩
猟
を
行
い
、
調
味
料
を
使
わ
ず

調
理
す
る
ヤ
ノ
マ
モ
族
の
食
塩
摂
取
量
は
1
日
１

グ
ラ
ム
前
後
。
和
食
の
弱
点
で
あ
る
食
塩
の
多
さ

（
平
均
食
塩
摂
取
量
約
10
グ
ラ
ム
）
が
、
日
本
人

の
血
圧
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
　

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　
　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
元
気
に
！ 

～  

26

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

や
っ
ぱ
り
大
切
！

　

子
ど
も
の
頃
の
食
習
慣

　

食
塩
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
薬
物
中
毒
と
類
似

し
た
刺
激
が
脳
内
で
起
こ
る
た
め
、
濃
い
味
を
覚

え
る
と
な
か
な
か
減
塩
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
う
す
味
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

町
で
は
離
乳
食
学
級
を
開
催
し
ま
す
。
26
ペ
ー

ジ
の
イ
ベ
ン
ト
・
健
康
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照

し
、
乳
児
の
い
る
ご
家
族
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●ちょび塩クイズ！
　みそ汁１杯（150ml）に含まれ
る食塩はどれくらいでしょう。
①約 0.5g　②約 1.0g　③約 1.5g

（答えは 19 ページに掲載）

６
（ む し ば ）

月４日～ 10 日は「歯と口の健康週間」
です。期間中は、山口県歯科医師会に所
属している歯科医院で無料の歯科健康診
断が行われます。（日曜日は除く）
事前に電話で申し込み、歯と口の健康管
理に役立てましょう。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
所
得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
世
帯
全
員
の
所
得
の
申
告

が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
と
、
▼
保
険
税
（
料
）
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
い
。
▼
高
額
療
養
費
な
ど
の
算
定
時
に
、
自
己
負
担

限
度
額
分
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。
▼
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
な
い
。
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
税
の
申
告
は
、
税
務
課
・
各
総
合
支
所
・
出
張
所
で
お
早
め

に
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
収
入
が
公
的
年
金
（
国
民
年
金
等
）
ま
た
は
給
与
の
み
の

方
は
、
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な

点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
持
参
す
る
も
の

　

①
印
鑑

　

②
平
成
26
年
中
の
所
得
・
控
除
額
が
わ
か
る
も
の

　
（
源
泉
徴
収
票
・
生
命
保
険
の
払
込
証
明
書
等
）

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

▼
所
得
の
申
告
は
済
み
ま
し
た
か
？

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
へ

　
　次代を担う子どもたちが、家庭や
地域の豊かな愛情に包まれて、心身
ともに健やかに成長するようみんな
で見守っていきましょう。
○平成 27 年度
　「児童福祉月間」標語最優秀作品
　笑顔いっぱい
　　　　　　みんなの心も　輝くよ

（山口県公募で選定された作品です）
☆子どものこと、家庭のこと、どん
なことでも気軽にご相談ください。
◆問い合わせ
○福祉課　福祉事務所・家庭児童相談室
☎０８２０（７７）５５０５
○健康増進課
☎０８２０（７３）５５０４

５月は児童福祉月間です
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はつらつ講座
期間 ５月～平成２８年３月

回数 ８回（その内、研修視察１回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の６０歳以上の方

内容

維新時の周防大島、身近な消費者トラブ
ル、身体に関する講座、人権に関する講
座、大島地区の防災、歌の講演、研修視
察旅行（参加条件あり）等

会場 大島文化センターほか
かがやき塾

期間 ５月～平成２８年３月

回数 ８回（そのほか、特別講座２回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容

マッサージについて、優しい太極拳、プ
リザーブドフラワー、ライフオーガナイ
ザー（片付け術）、人権に関する講座、
研修視察旅行、しめ縄作り、健康に関す
る講座等

会場 東和総合センターほか

悠遊教室
期間 ５月～平成２８年３月

回数 ８回（その内、研修視察２回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の６０歳以上の方

内容
研修視察旅行、料理教室、人権に関する
講座、ゆる体操、プリザーブドフラワー
等

会場 久賀総合センターほか

乳幼児を持つ親の学級
期間 ６月～平成２８年３月

回数 ３回予定

年会費 教材費は自己負担有

対象 町内在住の乳幼児と保護者

内容 料理教室、英語教室、ファーストサイン
等

会場 久賀総合センターほか

生涯学習講座ご案内  教育委員会主催
心豊かで生き活きとした生活を送りましょう。
町内の、どの地区にお住まいの方でも参加できます。
受講には事前の登録が必要です。
各問い合わせ先にお申し込みください。

おれんじ倶楽部
期間 ５月～平成２８年２月

回数 ９回（その内、研修視察１回）予定

年会費 研修視察参加費・教材費は自己負担有

対象 町内在住の方（年齢は問いません）

内容

研修視察旅行、ちょび塩料理教室、ダン
ス体験、ニホンアワサンゴ学習会、歌の
講演、ふれあいアニマルカフェ、和紙ち
ぎり絵、百人一首、こんにゃくづくり

会場 橘総合センターほか

◆問い合わせ
橘公民館☎ 77‐0100　ＦＡＸ 77‐1673　

tachibanakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

◆問い合わせ
社会教育課☎ 78‐2205　ＦＡＸ 78‐5067

syakai@town.suo-oshima.lg.jp

◆問い合わせ
大島公民館☎ 74‐3800 　ＦＡＸ 74‐3999

oshimakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

◆問い合わせ
久賀公民館☎ 72‐2271　ＦＡＸ 72‐0491

kukakyoi@town.suo-oshima.lg.jp

昨年度の生涯学習講座の様子
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○情報公開

実施機関 請求
件数 公開 部分

公開 非公開 却下 不服
申立

総務課 14 1 13 ― ― ―

福祉課 2 0 2 ― ― ―

商工観光課 5 4 1 ― ― ―

農林課 7 7 0 ― ― ―

水産課 57 54 2 1 ― ―

建設課 16 15 1 ― ― ―

生活衛生課 9 1 8 ― ― ―

東和総合支所 1 1 ― ― ― ―

教育委員会（総務課） 15 2 13 ― ― ―

教育委員会（学校教育課） 3 3 ― ― ― ―

教育委員会（社会教育課） 2 1 1 ― ― ―

公営企業局 2 ２ ― ― ― ―

計 133 92 41 1 ― ―

○個人情報保護
請求の件数 ０

�
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
利
用
状
況

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
情
報
を
知

り
た
い
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
そ
の
情
報
の

閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
町
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開
示
や
訂
正

等
に
つ
い
て
、
個
人
の
権
利
・
利
益
の
保
護
を
図
り
、
公
正
で
信
頼
さ

れ
る
町
政
の
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

各
制
度
の
平
成
26
年
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

政
策
企
画
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

 自転車も自動車と同じ「車両」の仲間です。正しくルールを守って安全に利用
しましょう。
◆お子さんにはヘルメットの着用を
　交通事故による頭部の怪我は、命にかかわります。保護者のみなさんは、１３
歳未満の子どもを自転車に乗車させるときには、ヘルメットを着用させましょう。
◆反射材を活用しよう
　夜間の道路は、道路を利用する人それぞれがお互いの存在に気付きにくくなり
ます。夜道で自転車を利用する時は、ライトを必ず点灯し、反射材を活用するな
ど、自分の存在をしっかりアピールしましょう。
自転車運転者講習制度が始まります
　改正道路交通法の施行に伴い、平成２７年６月１日から「自転車運転者講習」
制度が始まります。

《制度の主な流れ》
①自転車運転者が３年以内に２回以上危険行為をくり返す
②交通の危険防止のため、県公安委員会が自転車運転者に講習受
講を命令
③講習を受講する
※　受講命令に従わなかった場合　５万円以下の罰金

や な い 警

察

署

だ

よ

り

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番
　☎０８２０（７２）０１１０
　柳井警察署
　☎０８２０（２３）０１１０

自転車の交通事故防止と道路交通法改正

警察官をかたり、
○犯人を捕まえたが、名簿にあなたの名前がある。
○口座から現金を引き出されるおそれがある。
という言葉は詐欺の手口です。
　警察官が現金の引き出しを要求することはありません。

振り込め詐欺被害防止のポイント
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スポーツ少年団
はじめての結団式

　

4
月
25
日
、
町
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
周

防
大
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
団
員
が
一
堂
に
会
し
お
互

い
の
結
束
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
す
る
こ

と
で
さ
ら
な
る
心
身
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
、

団
全
体
で
は
合
併
後
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
町
内
の
団
員
１
５
３
名
が
参
加
。
開

会
行
事
に
続
い
て
行
わ
れ
た
体
力
測
定
で
は
、

立
ち
幅
跳
び
や
5
分
間
走
な
ど
を
行
い
、
お
互

い
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ふ
た
つ
の
庁
舎
で
業
務
を
開
始 

 　

橘
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
移

転
作
業
が
完
了
し
、
新
年
度
の

業
務
開
始
に
あ
た
り
、
４
月
１

日
、
各
庁
舎
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
築
さ
れ
た
橘
庁
舎
は
、
鉄

骨
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
が

４
０
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
橘

総
合
支
所
が
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
日
良
居
中
学
校
を

改
修
し
た
日
良
居
庁
舎
で
は
、

健
康
増
進
課
と
介
護
保
険
課
が

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
７
日
、
柑
き
つ
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
周
防

大
島
み
か
ん
い
き
い
き
営
農

塾
」
の
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
講
生
は
昨
年
の
５

月
か
ら
み
か
ん
の
生
産
技
術

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
22
日
に
は
野

菜
づ
く
り
の
基
礎
な
ど
を
１

年
間
学
ん
だ
「
Ｊ
Ａ
生
き
活

き
帰
農
塾
」
の
閉
講
式
も
Ｊ

Ａ
山
口
大
島
久
賀
支
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

みかん作りの担い手として

椎
木
町
長
か
ら
受
講
生
を
代

表
し
て
浜
口
健
次
さ
ん
が
修

了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

▲

日
良
居
庁
舎
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▲

体力測定の様子

町内の団員が勢ぞろい
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平
成
27
年
度
の
行
政
連
絡
員
集
会
を
４
月
17
日
か
ら
４
月
24
日
に
か
け

て
町
内
４
箇
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
町
長
か
ら
今
年
度
の
施

政
方
針
の
説
明
、
各
部
長
か
ら
各
部
の
重
要
施
策
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
行
政
連
絡
員
さ
ん
か
ら
町
の

施
策
に
対
す
る
質
疑
や
貴
重
な
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
町
の
非
常
勤
特
別
職
の

職
員
と
し
て
町
行
政
と
住
民
と
の
連
絡
調
整

や
広
報
な
ど
の
文
書
の
配
布
・
回
覧
を
行
っ

て
い
た
だ
く
方
で
す
。
今
年
度
、
各
行
政
区

（
自
治
会
等
）
で
選
任
さ
れ
た
自
治
会
長
さ

ん
な
ど
２
７
４
名
の
方
が
行
政
連
絡
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
は
橘
地
区
）

行政連絡員集会を開催

　
「
な
ん
か
面
白
い
こ
と
な
い
か

な
ぁ
」
と
い
う
の
が
東
京
に
暮
ら
し

て
い
た
時
の
口
癖
。
い
つ
も
何
か
を

探
し
て
い
ま
し
た
。
周
防
大
島
に
暮

ら
し
は
じ
め
て
か
ら
は
退
屈
し
て
い

る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
三
浦
君
、
海
行
こ
う
や
」
と
電

話
を
い
た
だ
き
、
漁
業
者
の
お
手
伝

い
で
ワ
カ
メ
採
り
。「
三
浦
君
、
山

行
こ
う
や
」
と
誘
わ
れ
れ
ば
、
タ
ケ

ノ
コ
堀
り
や
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
。
通

り
す
が
り
の
畑
で
は
タ
マ
ネ
ギ
収
穫

の
お
手
伝
い
。
自
分
の
畑
で
も
草
刈

り
や
種
ま
き
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

冬
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
よ
う
な
春
ら

し
い
忙
し
さ
で
す
。
労
働
と
捉
え
れ

ば
苦
し
く
な
り
ま
す
が
、
憧
れ
の
田

舎
暮
ら
し
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
考

え
れ
ば
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
東

京
で
は
感
じ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
種

類
の
季
節
感
が
周
防
大
島
の
暮
ら
し

の
中
に
あ
り
ま
す
。
イ
ワ
シ
網
が
は

じ
ま
り
、
家
々
の
軒
先
に
梅
が
干
し

て
あ
る
の
を
見
る
と
６
月
を
感
じ
る

方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

広
報
４
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
周
防
大
島
町
定
住
促
進
協

議
会
が
年
３
回
行
な
っ
て
い
る
移
住

希
望
者
向
け
の
町
内
案
内
ツ
ア
ー

「
島
時
々
半
島
ツ
ア
ー
」
が
５
月
16

日
～
17
日
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
ん

な
理
想
を
持
っ
て
島
を
訪
れ
る
か
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
移
住
希
望
の

み
な
さ
ん
と
島
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

5
月
16
日
㈯
午
後
3
時
30
分
よ
り

ツ
ア
ー
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
西

三
蒲
・
西
の
浜
の
海
岸
清
掃
を
行
い

ま
す
の
で
、
こ
の
現
場
で
と
も
に
汗

を
流
し
な
が
ら
、
周
防
大
島
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
27

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲春の大潮、ワカメ採りの船から眺
める大島大橋

【Ｐ 15】ちょび塩クイズ答え：③約 1.5g
※具だくさんにし、汁の量を減らすと減塩になります】

　

体
験
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
東
和
地
区
の
「
な

ぎ
さ
ク
ラ
ブ
」
で
、
４
月
25
日
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

を
作
る
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
今
回
の
講

座
に
は
、
小
学
生
12
名
が
参
加
し
、
地
球
の
温
暖

化
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

組
み
立
て
た
車
体
に
太
陽
電
池
を
取
り
付
け
、
勢

い
よ
く
回
る
車
輪
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
環

境
の
事
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
つ
く
っ
た
よ



20広報すおう大島 平成 27 年 ( 2015 年 )5 月号

お知らせ５月

募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
お
よ
び

町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

○
募
集
戸
数
及
び
場
所

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅　

 

１
戸

橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ　

 

５
戸

東
和
地
区
折
井
住
宅　
　
　

 

１
戸

東
和
地
区
黒
ノ
元
住
宅　
　

 

１
戸

○
入
居
資
格

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
（
申

　

込
家
族
）
の
控
除
後
の
所
得
の

　

合
計
額
が
月
額
で
15
万
８
千
円

　

を
超
え
48
万
７
千
円
以
下

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
と

※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
及

び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居
申

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
単
身
入
居
可

※
連
帯
保
証
人
2
名
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）
の

納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
町
営
住
宅
等

○
募
集
戸
数
及
び
場
所

久
賀
地
区
新
開
団
地
住
宅 

（
高
齢
者
向
け
） 　
　
　

        

4
戸

久
賀
地
区
新
開
青
木
住
宅     

１
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　
　
　

（
高
齢
者
向
け
）                   

３
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅   　

  　

１
戸

久
賀
地
区
西
ヶ
原
住
宅 　
　

４
戸

久
賀
地
区
向
津
原
上
住
宅 　

４
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅 　

２
戸

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　

 　

１
戸

久
賀
地
区
砂
田
住
宅　
　

 　

１
戸

大
島
地
区
小
田
住
宅　
　

 　

１
戸

大
島
地
区
五
反
田
住
宅　

 　

１
戸

大
島
地
区
蔵
本
住
宅　
　

 　

１
戸

大
島
地
区
第
二
中
塚
住
宅 　

２
戸

橘
地
区
栄
住
宅　
　
　
　

 　

３
戸

橘
地
区
栄
住
宅

（
単
身
入
居
可
） 　
　
　
　
　

２
戸

○
入
居
資
格

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
（
申

　

込
家
族
）
の
控
除
後
の
所
得
の

　

合
計
額
が
月
額
で
15
万
８
千
円

　

以
下
（
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障

　

害
者
等
の
世
帯
は
21
万
４
千
円

　

以
下
）

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
人
（
単
身
入
居
可
の
住
宅
に

　

単
身
入
居
す
る
場
合
を
除
く
）

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
な
人

・
地
方
税
完
納
者

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
と

※
単
身
入
居
可
の
住
宅
は
広
さ
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
高
齢
者
向
け
の
住
宅
は
60
歳
以

上
の
方
の
み
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
公
営
住
宅
法
施
行
令

の
経
過
措
置
）、
障
害
者
等
は
単
身

で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
日
常
生
活
（
歩
行
、
自

炊
及
び
食
事
、
着
脱
衣
、
入
浴
、

排
泄
等
）
に
支
障
が
あ
る
方
は
、

入
居
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
町
営
住
宅
入
居
者
、
持
ち
家
の

あ
る
方
は
、
入
居
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
連
帯
保
証
人
2
名
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）
の

納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

５
月
15
日
㈮
～
５
月
29
日
㈮

■
選
考
方
法　
　

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
締
切
日
ま
で
に
応
募
の
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切
後

４
週
間
に
限
り
先
着
順
で
申
込
み

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
に
つ
い
て　

入
居
可
能
日

以
降

※
請
書
等
必
要
書
類
が
揃
い
次
第

順
次
入
居
可
能
日
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
要
項
及
び
申
込

書
等
は
生
活
衛
生
課
、
総
合
支
所

及
び
出
張
所
に
て
お
渡
し
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
周
防
大
島
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

生
活
衛
生
課　

公
営
住
宅
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

管
理
栄
養
士
臨
時
職
員
募
集

■
資
格　

管
理
栄
養
士　

 　

１
名

■
勤
務
内
容
等

・
高
齢
者
の
献
立
作
成
や
栄
養
指

導
等

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力

■
勤
務
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間

　

７
月
１
日
㈬
～
12
月
25
日
㈮

（
更
新
あ
り
）

■
勤
務
場
所

　

日
良
居
庁
舎
内　

介
護
保
険
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

５
月
29
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
お

よ
び
資
格
者
証
（
写
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
３

周
防
大
島
町
大
字
土
居
１
３
２
５

番
地
１

　

日
良
居
庁
舎　

介
護
保
険
課　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６
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久
美
保
育
所

臨
時
職
員
を
募
集

■
職
種
及
び
募
集
人
員

　

保
育
士　
　
　
　

１
名
～
２
名

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
の
あ
る
方

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

６
月
１
日
㈪
～
平
成
28
年
３
月

31
日
㈭ 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分　

週
３
日
以
上
勤
務
で
き
る

方■
申
し
込
み
方
法

　

５
月
25
日
㈪
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

周
防
大
島
町
大
字
久
賀
２
５
７
３

番
地
２　

久
美
保
育
所

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

久
美
保
育
所

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
５
２
０

市
民
農
園
利
用
者
募
集

　

あ
な
た
も
土
に
ふ
れ
あ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
！

　

町
で
は
、
市
民
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
市
民
農
園

・
ク
カ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
（
久
賀
）

○
募
集
区
画
数　

　

３
区
画
（
１
区
画
約
24
㎡
）

お知らせ５月

○
利
用
料　

　

１
㎡
当
り
80
円
（
年
間
）

■
滞
在
型
市
民
農
園

・
ガ
ル
テ
ン
ヴ
ィ
ラ
大
島（
東
屋
代
）

　

宿
泊
施
設
付
き
の
市
民
農
園
で

す
。
初
心
者
へ
の
野
菜
づ
く
り
の

指
導
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
農
林
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
募
集
区
画
数

　

１
区
画
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

○
利
用
料　

　

年
額
39
万
２
９
９
０
円 

■
利
用
期
間 

　

７
月
か
ら
（
最
長
５
年
間
ま
で

更
新
可
能
）

■
申
し
込
み
期
限　

　

６
月
８
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師

修
学
資
金
修
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
で

は
、
次
の
と
お
り
修
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
対
象

　

次
に
掲
げ
る
者
で
、
将
来
周
防

大
島
町
病
院
等
事
業
の
業
務
に
従

事
し
よ
う
と
す
る
者

⑴
大
学
の
医
学
部
又
は
薬
学
部
の

学
生

⑵
保
健
師
、
助
産
師
及
び
看
護
師

養
成
の
た
め
の
学
校
又
は
養
成
所

の
学
生

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
付
額

月
額
４
万
円
ま
た
は
６
万
円

（
免
除
期
間
の
条
件
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。）

■
申
込
方
法

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
総
務

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
返
還
方
法

　

免
許
取
得
後
、
貸
付
額
・
貸
付

期
間
に
応
じ
た
期
間
、
当
公
営
企

業
局
で
勤
務
し
た
場
合
返
還
が
免

除
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
は
一
括

返
還
ま
た
は
分
割
返
還
。

■
申
込
期
限

　

８
月
31
日
㈪
ま
で
に
周
防
大
島

町
公
営
企
業
局
総
務
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
者
募
集

■
日
時　

6
月
20
日
～
12
月
19
日

　

毎
週
土
曜
日
（
全
23
回
）

■
場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
鋳
銭
司
）

■
対
象　

県
内
居
住
者　

要
約
筆
記
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）

に
よ
る
聴
覚
障
害
者
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習
得
に
熱

意
の
あ
る
方
。（
パ
ソ
コ
ン
希
望
者

は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ　

Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
以
上
）
お

よ
び
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。）

■
定
員　

20
名
程
度

■
受
講
料　

無
料　
（
テ
キ
ス
ト

代　

３
千
４
百
円
は
実
費
）

■
申
込
締
切　

　

6
月
8
日
㈪　

必
着

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
と

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
郵
送

に
て
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
３
（
９
８
５
）
０
６
１
１

『我が家で宿泊体験』
ホームステイ受入家庭を募集！

～体験が子どもたちを変える！～
　周防大島町体験交流型観光推進協議会では、民泊体験の受入家
庭を募集しています。過度なおもてなし等は、一切必要ありませ
ん。民泊を進めることで、地域の活性化や、現代の子どもたちの
健全育成に繋がればと考えております。生徒と受入家庭の心の交
流をしてみたいという皆さん、民泊を始めてみませんか。
　現在、１００軒以上の方に会員としてご協力をいただいており、
今年度は、前期 ( ５～７月 ) に１５校、後期 ( ９～１月 ) には９
校の受入れを予定しています。
　少しでも興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。
※実際に受入れを行う際には、事前に説明会・研修会等行います。

◆問い合わせ　商工観光課 体験交流推進班
☎０８２０( ７９) １００３
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知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
広
報
等
で
公
表
お
よ

び
星
野
哲
郎
記
念
館
に
お
い
て
顕

彰
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字

久
賀
５
１
３
４

　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
選
考

委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
・
地
域
交
流
講
座
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
！

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
地
域
交
流
員
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

地
域
交
流
員
の
養
成
講
座
「
地

域
交
流
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
調
査
・

研
究
・
活
動
の
機
会
を
広
げ
る
こ

と
、
周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
よ
り
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
学
習
な
ど
周
防
大
島
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
、
少
し

で
も
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

■
ど
う
し
た
ら
地
域
交
流
員
に
な

れ
る
の
？

　

次
の
地
域
交
流
講
座
を
受
講
し

お知らせ５月

平
成
27
年
度　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

～
償
還
義
務
な
し
の
奨
学
金

制
度
で
す
～

　

本
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
（
奨
学
金
）

は
、
平
成
19
年
７
月
の
「
星
野
哲

郎
記
念
館
」
開
設
に
際
し
、
作
詞

家
星
野
哲
郎
先
生
か
ら
周
防
大
島

町
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ら
れ

て
「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」

の
名
称
で
、
島
の
子
ど
も
達
や
島

の
学
校
へ
通
う
子
ど
も
達
へ
学
資

資
金
を
授
与
す
る
制
度
で
す
。

■
応
募
資
格

・
周
防
大
島
町
内
の
高
等
学
校
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
に
通
学
す
る

生
徒
（
学
生
）

・
周
防
大
島
町
内
に
住
所
を
有
す

る
高
等
学
校
お
よ
び
高
等
専
門
学

校
の
生
徒
（
学
生
）

・
大
島
看
護
専
門
学
校
に
通
学
す

る
学
生

・
11
月
15
日
㈰
の
表
彰
式
に
出
席

で
き
る
方
（
星
野
哲
郎
記
念
館
で

行
う
平
成
27
年
度　

星
野
哲
郎
ス

カ
ラ
シ
ッ
プ
表
彰
式
）

・
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
既

に
受
賞
し
た
方
は
、
資
格
対
象
外

■
給
付
内
容

　

対
象
人
員
は
毎
年
５
名
以
内
と

し
、
給
付
金
額
は
１
名
当
た
り

20
万
円
で
す
。（
償
還
義
務
な
し
）

■
申
込
手
続
き

　

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
申
し
込
み
さ

れ
る
方
は
、
次
の
必
要
書
類
を
揃

え
て
学
校
長
へ
提
出
し
、
学
校
長

は
資
格
調
書
等
を
添
え
て
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
選
考
委
員
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書

②
課
題
レ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ
「
周
防
大
島
と
私
の
夢
」

  

※
２
０
０
０
字
以
内
（
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
清

書
Ａ
４
横
タ
テ
書
き
20
×
20
）
タ

イ
ト
ル
、
学
校
名
、
氏
名
を
冒
頭

に
記
入
す
る
。

③
資
格
調
書
（
学
校
長
作
成
）

④
功
績
調
書
（
学
校
長
作
成
）

※
①
③
④
の
様
式
は
、
事
務
局
に

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
提
出
先

　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
選
考

委
員
会
事
務
局

（
久
賀
庁
舎
１
階
商
工
観
光
課
内
）

■
提
出
方
法

　

９
月
４
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
簡
易
書

留
等
）
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

８
月
24
日
㈪
～
９
月
４
日
㈮

■
選
考
方
法
、
選
考
結
果
等

　
「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
選

考
委
員
会
に
て
選
考
を
行
い
、
選

考
結
果
は
、
10
月
下
旬
ご
ろ
ま
で

に
在
学
学
校
長
を
経
て
本
人
に
通

て
、
地
域
交
流
員
登
録
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度　

周
防
大
島
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
講
座

○
日
時　

5
月
24
日
㈰　

午
後
２

時
～
午
後
４
時 

⑴
講
義
「
周
防
大
島
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
の
め
ざ
す
も
の
―
社
会
教

育
と
地
域
の
連
携
―
」

講
師　

高
木
泰
伸
（
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
学
芸
員
）

⑵
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見

学・
会
場　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー

・
受
講
料　

無
料

・
締
め
切
り　

5
月
23
日
㈯

・
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
地
域
交
流
員
と
は
？

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
、

①
生
活
文
化
に
関
す
る
資
料
の
収

集
と
保
存

②
自
然
と
触
れ
あ
い
昔
の
道
具
を

使
っ
た
体
験
学
習
の
推
進

③
町
内
外
に
お
け
る
青
少
年
等
の

交
流
の
促
進

な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
周
防
大
島
の
自
然
・
歴

史
・
民
俗
に
関
心
を
持
つ
人
で
、

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
、

①
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
発
見

し
た
い
と
思
う
人

②
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

よ
り
一
層
深
め
た
い
人

③
周
防
大
島
の
魅
力
を
町
内
外
に

発
信
し
て
人
と
人
の
交
流
を
深
め

た
い
人

な
ど
意
欲
を
持
っ
た
方
を
歓
迎
し

ま
す
。

※
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

小
・
中
学
生
や
高
校
生
も
大
歓
迎

で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２

周
防
大
島
町
大
字
平
野
４
１
７
‐

11
　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

～
国
の
交
付
金
に
よ
る
事
業
～

　

こ
の
事
業
は
、
有
害
鳥
獣
（
イ

ノ
シ
シ
等
）
か
ら
の
被
害
防
止
を

目
的
と
し
、
集
団
農
地
へ
設
置
す

る
防
護
柵
資
材
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

■
対
象
と
な
る
農
地

　

３
戸
以
上
の
耕
作
し
て
い
る
集

団
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
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■
防
護
柵
の
種
類

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
限
り
ま

す
。

　

原
則
と
し
て
防
護
柵
の
設
置
は

自
力
施
工
で
す
。

■
資
材
援
助
の
方
法

　

担
当
者
が
現
地
調
査
等
を
行

い
、
国
及
び
県
へ
申
請
し
、
決
定

を
受
け
て
か
ら
資
材
が
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
採
択
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
申
請
件
数
が
多
数

の
場
合
は
負
担
金
を
頂
く
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

■
防
護
柵
の
管
理
に
つ
い
て

　

防
護
柵
施
工
後
は
、
原
則
と
し

て
農
地
の
継
続
的
な
耕
作
を
含
め

14
年
以
上
の
管
理
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
～

■
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
七
十
周
年
に
あ
た
り
、
今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎

と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰

金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
１
人

に
支
給
し
ま
す
。

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４　

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日

潮風呂保養館
臨時休業します

６月８日㈪～６月 26 日㈮

　日ごろより、潮風呂保養館（グリーンステイながう
ら）をご利用いただき、ありがとうございます。
　このたび、ボイラー改修工事のため潮風呂保養館を
臨時休業します。
　利用者の皆様には、ご迷惑をおかけいたしますこと
を深くお詫び申し上げますとともに、ご理解・ご協力
をいただきますようお願いいたします。

◆問い合わせ　
商工観光課公共施設管理班

☎０８２０（７９）１００３

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

申
請

　

平
成
27
年
度
も
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
補
助
金
の
交
付
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
予
算
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
あ

ら
か
じ
め
上
下
水
道
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
場
所

　

上
下
水
道
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

■
補
助
対
象
区
域

・
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
区
域

以
外
の
区
域

・
久
賀
・
大
島
地
区
の
下
水
道
整

備
全
体
事
業
計
画
区
域
内
の
一
部

区
域

■
補
助
金
額

　

５
人
槽　

33
万
２
千
円

　

７
人
槽　

41
万
４
千
円

　

10
人
槽　

54
万
８
千
円

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

日
積
浄
水
場
の

一
般
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　

第
57
回
水
道
週
間
の
期
間
中

に
、
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

で
は
日
積
浄
水
場
一
般
見
学
会
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時　

　

６
月
１
日
㈪
～
６
月
５
日
㈮　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
所
要
時
間
１
時
間
程
度
）

■
場
所　

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　

日
積
浄
水
場
（
柳
井
市
日
積

３
８
５
４
番
地
）

■
内
容

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
の

概
要
説
明
お
よ
び
日
積
浄
水
場
見

学■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

事
前
に
電
話
に
て
柳
井
地
域
広

域
水
道
企
業
団
総
務
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
少
人
数
の
場

合
は
時
間
調
整
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

☎
０
８
２
０
（
２
８
）
５
３
３
３
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島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
夏
コ
ー
ス
～

○
石
窯
ピ
ザ
づ
く
り

・
日
時

　

6
月
3
日
㈬

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時　

・
場
所　
　

　

大
島
地
区
東
三
蒲　

実
施
者
宅

・
体
験
料　

２
０
０
０
円
／
人

・
受
入
人
数　
　
　
　

5
～
6
人

・
募
集
締
め
切
り　

5
月
22
日
㈮

※
昼
食
あ
り

○
か
し
わ
餅
と
さ
く
ら
餅
づ
く
り

・
日
時

　

6
月
11
日
㈭

　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

・
場
所　
　
　
　
　
　

　

大
島
地
区　

志
佐　

　

工
房
ふ
き
の
と
う

・
体
験
料　

１
２
０
０
円
／
人

・
受
入
人
数　
　
　
　

5
～
6
人

・
募
集
締
め
切
り　

6
月
1
日
㈪

※
昼
食
あ
り

○
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り

・
日
時　
　
　
　
　
　

　

6
月
21
日
㈰

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

・
場
所　

橘
地
区　

東
安
下
庄　

　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

・
体
験
料　

１
５
０
０
円
／
人

・
受
入
人
数　
　
　
　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

6
月
11
日
㈭

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

『
お
は
ぎ
の
会
』
参
加
者
募

集
　

周
防
大
島
町
で
は
、
大
島
地
区

農
家
生
活
改
善
士
会
が
中
心
と
な

り
、
大
島
で
と
れ
る
旬
の
農
水
産

物
を
使
っ
た
料
理
・
加
工
や
農
業

体
験
、
地
域
文
化
の
伝
承
等
を
通

し
て
、
町
内
に
移
住
さ
れ
た
女
性

の
方
を
対
象
に
大
島
の
魅
力
を
知

り
、
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
知
恵

や
技
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
交
流
会
（
お
は
ぎ
の
会
）
を

月
1
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
農
林
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
５
）
３
２
９
２

　

農
林
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

材料 ２人分

キャベツ
にんじん
きゅうり
ちりめんじゃこ
ごま油
ごま
しょうゆ
酢
砂糖

　　１００ｇ
３０ｇ
３０ｇ
１０ｇ

小さじ１／２
小さじ１
小さじ１
小さじ２

小さじ１／２

　
今
回
は
東
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
提
供
さ
れ
て
い
る
ち
ょ
び
塩
メ
ニ
ュ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
や
ご
ま
の
風
味
、
酢
の
酸
味
が
効
い
て
食
塩
控
え
め
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
付
け
で
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
具
材
に
使
っ
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
に
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
合
成
や
鉄
の
吸
収
促
進
、
抗
酸
化
作
用
に
よ
る
細

胞
保
護
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ごまじゃこサラダ

ピクロス大島店、中央フード大島店、丸久大島小松店、山口県漁業協同
組合、ＪＡ山口大島各店舗と商工会、町内医療機関、子育て支援センター
にご協力いただき、ちょび塩レシピを置いています。ご利用ください。

〈作り方〉　　　　　　　　　　　　　
１．キャベツは３㎝角程度に切り、にんじんはせん切り、きゅうりは輪切り
　　にする。鍋に湯を沸かし、キャベツとにんじんを茹で、最後にきゅうり
　　を入れてさっと茹でる。水気をよく絞っておく。
２．フライパンにごま油を熱し、ちりめんじゃこをカリカリに炒める。
３．ボウルにＡと②を合わせ、①を加えて和える。

エネルギー   48kcal　　たんぱく質   2.5g　　　脂質   2.0g
食物繊維     1.5g　　　  食塩相当量     0.7g

健康増進計画（後期計画）を推進しています！
～ちょびっとの塩分でおいしく食べて元気に～

◆問い合わせ　健康増進課　健康づくり班 　☎０８２０（７３）５５０４

ちょび塩　春レシピ

Ａ

おはぎの会の様子
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お知らせ５月

竜崎温泉温水プール指導日
（５月 21 日～６月 20 日）

実施日

５
月

 21 日㈭、22 日㈮、26 日㈫、27 日㈬、28 日㈭、29 日㈮、

６
月

 2 日㈫、3 日㈬、4 日㈭、5 日㈮、9 日㈫、 10 日㈬、11 日㈭、
12 日㈮、16 日㈫、17 日㈬、18 日㈭、19 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした
水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

　
　県税務課では、平成 22
年度から「地方税徴収支
援グループ」を設置し、
県下の市町に対して県職
員を多数派遣し町税務課
職員とともに、税の納付

指導や滞納の解消に努め、
徴収の強化を図っております。なお、本町
から併任徴収職員として辞令交付された県
職員 12 名の代表者として、大田隆司氏と
靍岡英司氏が辞令交付式に出席しました。
併任期間は平成 27 年 4 月から平成 28 年
3 月末までの１年間です。

◆問い合わせ　税務課  徴収対策班
☎０８２０（７４）１０３１

ー 地方税徴収支援グループ ー
県税職員に併任辞令を交付しました

大田 隆司 氏

社
会
福
祉
士
と
し
て

　

そ
よ
風
も
若
葉
や
花
々
の
香
り
に
満
ち
溢

れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
今
年
度
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
社
会
福
祉
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
士
と
は
、
日
常
生
活
を
送
る

う
え
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応

じ
て
助
言
を
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
福
祉
サ
ー

ビ
ス
・
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
・
調
整

を
す
る
職
種
で
す
。
現
在
は
主
に
相
談
業
務

等
を
中
心
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
福
祉
分
野
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
認
知
症
を
患
っ
た
祖
父
母
と
そ
の
介

護
を
担
っ
た
両
親
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

た
か
ら
で
し
た
。「
で
き
る
だ
け
家
で
」
と
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
が
、
身
体
介
護
に
加
え
て

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
が
継
続
し
、

本
人
は
も
と
よ
り
家
族
も
徐
々
に
疲
弊
し
て

い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
家
族
と
し
て
介
護

に
か
か
わ
っ
た
時
に
、
早
期
に
祖
父
母
と
家

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
士

　
　

 　
　

鍵
野　

由
佳
里

　
　
　
（
介
護
保
険
課　

　
　
　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

族
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
く

れ
た
ら
、
家
族
み
ん
な
が
も
っ
と
穏
や
か
に

過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
を
巡
ら
せ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
社
会
福
祉
士
と
い

う
職
種
を
見
つ
け
、
志
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

周
防
大
島
町
は
高
齢
化
率
が
50
％
を
超
え

て
お
り
、
今
後
こ
れ
ま
で
以
上
に
介
護
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
社
会
福
祉
士
と
し
て
地
域
の

皆
様
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
皆
様
の
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
業
務
に

携
わ
っ
て
か
ら
日
が
浅
く
、
勉
強
の
毎
日
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
皆
様
の

健
や
か
な
生
活
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

エイズ抗体検査（夜間） 10 日㈬ 17：00 ～ 19：00

骨髄バンク登録検査 10 日㈬  ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＴＬＶ‐１抗体検査 10 日㈬ 10：30 ～ 11：00

《 ６ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

相談内容 実施日 時間

エイズ抗体検査 10 日㈬ 14：00 ～ 16：00

心の健康相談 16 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 26 日㈮ 10：00 ～ 15：00

5 月

21 日㈭ 結核・肺がん検診〈大島地区〉

22 日㈮
子宮頸がん検診・乳がん検診 

〈13：30 ～ 15：00（受付） しまとぴあスカイセンター〉

23 日㈯

24 日㈰

休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉
第 28 回大島医学会公開講演会 

〈14：30 ～ 15：40 大島文化センター〉 
講演「高齢期を元気で過ごすための食事」 
　　　　～元気高齢者から要介護まで～ 
講師：福岡クリニック在宅部 栄養課 中村育子 先生 
安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

25 日㈪

26 日㈫

結核・肺がん検診〈大島地区〉
離乳食教室

〈13：30 ～ 15.30（13：10 ～受付）たちばなケアプラザ〉
　対象：生後８か月未満のお子さんがいる保護者や家族
　【申し込み】健康増進課  健康づくり班☎ 0820（73）5504
郡グラウンドゴルフ大会〈8：30 ～　陸上競技場〉

27 日㈬
結核・肺がん検診〈大島地区〉 
＊結核・肺がん検診（夕方検診〉 
  〈17：00 ～ 19：00 しまとぴあスカイセンター〉

28 日㈭
結核・肺がん検診 〈大島地区〉 
育児相談 
 〈10：00 ～ 11：30　しまとぴあスカイセンター〉

29 日㈮
子宮頸がん検診・乳がん検診 
 〈 13：30 ～ 15：00（受付）油田農村環境改善センター〉

30 日㈯

31 日㈰ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

6 月

1 日㈪

2 日㈫ 結核・肺がん検診 〈大島地区〉

3 日㈬ 結核・肺がん検診 〈久賀地区〉

4 日㈭ 結核・肺がん検診 〈久賀地区〉

5 日㈮
こころの相談会【要予約】 
 〈10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター〉 

【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 73 － 5504

6 日㈯

7 日㈰
休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
郡卓球大会〈9：00 ～　Ｂ＆Ｇ体育館〉

8 日㈪

結核・肺がん検診 〈久賀地区〉 
＊結核・肺がん検診（夕方検診） 
  〈17：00 ～ 19：00 久賀健康管理センター〉 
ちょび塩の日 PR 活動 

〈10：00 ～ 12：00　ピクロス大島店〉

9 日㈫ 結核・肺がん検診 〈橘地区〉

10 日㈬

11 日㈭ 結核・肺がん検診 〈橘地区〉

12 日㈮
結核・肺がん検診 〈橘地区〉
育児相談 
 〈10：00 ～ 11：30 日良居庁舎（旧日良居中学校〉

13 日㈯

14 日㈰
休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
郡壮年ソフトボール大会〈9：00 ～　東和グラウンド〉

15 日㈪

16 日㈫
育児相談 
 〈10：00 ～ 11：30 久賀福祉センター 集会室 2 階〉

17 日㈬
結核・肺がん検診〈橘地区〉
＊結核・肺がん検診（夕方検診） 
   〈17：00 ～ 19：00 たちばなケアプラザ〉

18 日㈭

19 日㈮
3 歳 6 か月児健康診査 
 〈13：00 ～ 13：30（受付）日良居庁舎（旧日良居中学校）〉

20 日㈯

健康相談などに関するお問い合わせ
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 27 年３月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１２ ０ １６

前年比

－４ ±０ －２

物損事故件数

７１ 前年比 ＋１２

今月の納期

　【全期分】軽自動車税
　【第１期分】固定資産税
　納期限　　６月１日㈪

人の動き（５月１日現在）

人　口 １７，９１４人 （43 人増）

男（日本人） ８，１５８人

女（日本人） ９，６７０人

外国人 ８６人 （増減なし）

世帯数 ９，９０７戸 （71 戸増）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生 　　 7 人
　　転入   136 人 小計 143 人
減：死亡     29 人
　　転出　 71 人 小計 100 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課
（
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２ 

）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
中
村
印
刷
㈱　

※
広
報
す
お
う
大
島
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

▼
四し

境き
ょ
うの
役え
き

と
は
？

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
七
日
、
周
防
大
島
の
地
で
、

長
州
藩
と
徳
川
幕
府
と
の
戦
い
「
四
境
の
役
」
が
開
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
い
は
九
月
に
は
休
戦
に
な
り
ま
す
が
、
事
実
上
の
長
州

藩
勝
利
で
終
わ
り
ま
す
。
翌
年
に
は
幕
府
が
倒
れ
、
王
政
復
古

の
大
号
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
四
境
の
役
は
明
治
維
新
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の

戦
い
は「
幕
長
戦
争
」や「
長
州
戦
争
」

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
特
に
山
口
県
で

は
、
長
州
藩
（
周
防
・
長
門
）
の
四

つ
の
国
境
で
あ
る
大
島
口
・
芸
州
口

（
安
芸
）・
石
州
口
（
石
見
）・
小
倉

口
が
戦
場
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
四

境
の
役
」
ま
た
は
「
四
境
戦
争
」
と

い
う
呼
び
方
が
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

◎
次
回
は
戦
い
の
発
端
と
な
っ
た

「
禁
門
の
変
」
に
つ
い
て
で
す
。

来
年
二
〇
一
六
年
は
、
四
境
の
役
か
ら
一
五
〇
年
を
迎

え
ま
す
。
今
月
号
よ
り
、
な
ぜ
長
州
藩
と
幕
府
は
戦
っ
た
の

か
、開
戦
地
と
な
っ
た
大
島
口
で
は
ど
の
よ
う
な
戦
い
が
あ
っ

た
の
か
な
ど
広
報
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

四
境
の
役
一
五
〇
周
年
連
載
コ
ラ
ム
①

　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　

准
教
授　

田
口
由
香

四境戦争図「大島ぐんの図会」
（山口県立山口博物館所蔵）

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


